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令和８年度盛岡第二高等学校第１回学校運営協議会 議事録 

 

令和８年５月１３日（水） 

１４：５０～１６：２０ 

場所:盛岡二高 会議室 

進行:副校長 記録：総務課 

〇出席者 学校運営協議会委員  ６名 

      学校職員      １２名 

〇日程 13:45受付 13:55:授業参観 14:50：学校運営協議会（～16:20） 

 

（１）開会の言葉 （進行：副校長） 

（２）委嘱状交付 

（３）出席者自己紹介 

（４）校長挨拶  （校長） 

    着任して二高生に抱いた印象は、落ち着いた感じで学校生活を送っている、というもの

であった。それは、授業や部活動に地道に一生懸命に取り組んでいる姿が見られている、

という意味である。これから、高総体を始め各種大会が続くが、何よりも生徒一人一人の

思い出に残る体験をしてくれれば、と祈っている。 

    本校は来年度に１３０周年を迎える伝統校であり、他校と違う趣が感じられる学校のよ

うに思われる。この趣は学校だけで作り上げたものではなく、地域の方々や関わりのあっ

た方々と共に作り続けられているものだと思う。 

    この学校運営協議会は、地域・保護者・関係者が、それぞれの思う学校のあるべき姿を

語り合って、その相乗効果で思いもよらないものが出来上がっていくものだと感じている。

皆様からのご忌憚のないご意見をいただき、今後の学校運営に役立てていきたい。 

（５）議事 

 ア 令和８年度学校経営計画（校長） 

  １ 校訓・教育目標 『白梅精神』―「進取」「清楚」「強健」― 

   ・「学問を探究し、実生活に即して自主的かつ積極的に行動する人間の育成」に重点。 

  ２ スクールポリシー 

   ・グラデュエーション・ポリシー(１)「高い目標を持ち、学ぶ意欲に溢れた生徒」、 

カリキュラム・ポリシー(２)「『自分自身の在り方』に関する学習やボランティア活動へ

の参加など、自身を磨くための活動」、 

アドミッション・ポリシー(２)「新しいことを学ぶことや人間的成長への意欲」、 

以上３点に重点。 

  ３ 魅力化協働パートナー 

  ４ 目指す学校像 

   今年度の重点目標 

    ア 授業の充実と基礎学力の定着 

    イ キャリア教育の充実による、進路希望の実現 

    ウ バランスのとれた教育活動の実践による、主体性と協調性の育成 

    エ 学校いじめ対策組織を中核とする、組織的ないじめの未然防止・適切な対処 

    オ 地域とともに歩む学校としての、開かれた学校づくりの推進 

    カ 生徒を個々として尊重し、不適切な指導を根絶する組織体制の構築 

  ５ 業務量管理・健康確保措置 

   ・今年度から新たに追加された。「校務における生成 AI等の積極的活用」に重点。 
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【質問・意見】 

   委員 ：学校経営計画の重点目標の達成指標は、アンケートの結果に基づいて毎年上げ下

げしているのか。 

   校長 ：下げたものはない。達成できたものについて少しずつ上げている。 

   委員 ：無理に上げる必要はなく、実態に応じて設定すればよいのではないか。 

   校長 ：過去を振り返って調整してみたい。    

 

（６）学校概況説明 

 ア 令和８年度重点目標（各課主任） 

 【総務課】 

１ ＰＴＡ、白梅振興会の活動を促進し、生徒の学習活動や部活動が円滑に行える学校環境

の整備に努める。 

 ・ＰＴＡ会計について、ＰＴＡに関係するものに限定するよう、見直しを進めている。 

２ 諸儀式、各種行事を企画立案し、心配りのある格式ある運営に努める。 

３ 白梅同窓会事務局の運営に協力し、在校生との橋渡しに努める。 

 ・ＨＰの立ち上げを進めている。 

【教務課】 

１ 生徒の学力向上 

 ・家庭学習に向かう姿勢を作るという点で、やや苦戦している。 

 ２ 教員の授業改善の推進 

 ３ 円滑な校務運営 

【生徒指導課】 

１ 生徒規律の確立「ルールを守って生活をする」 

 ・季節によりジャージ登校を試行したが、保護者や職員から問題視する意見もあった。 

２ 生徒会活動・部活動「自主的かつ安全に取り組むことができる環境の整備」 

 ・委員会活動について、自発性がやや弱い。 

３ 安全指導「交通指導と生命の尊重」 

 ・昨年自転車事故が数件あり、交通ルールやマナー遵守について徹底を図りたい。 

【進路指導課】 

１ 生徒の進路目標の実現（生徒・保護者の進路意識の醸成，職員の指導力の向上を図る） 

２ ３年間を見通した進路指導体制の構築（他分掌・学年・教科との連携を図り，適切で効

果的な進路指導を行う） 

 ・面談を非常に重視している。３学年の担任には、繰り返し面談を実施してもらっている。 

 ・推薦受験の生徒が多いため、探究活動が重要になる。探究と進路は一体と考えている。 

【保健厚生課】 

１ 健康・安全に関する理解を深め、自主的な健康管理の習慣を身につけさせる。 

２ 校舎内の清掃美化に努め、安全で衛生的な生活習慣を身につけさせる。 

 ・和式トイレが相当数あるため、洋式化を希望する。 

３ 震災復興学習、救急法訓練を通して、危機管理に対応する力を身につけさせる。 

 ・新たに携帯トイレを購入した他、熱中症対策として外の部室棟に自販機を設置した。 

 【図書課】 

  １ 読書を二高文化の一つとして位置づけ、「自ら考え、判断し、社会を生き抜く力」を読

書によって養わせる。 

   ・読書感想文の取り組みを、夏休みではなく春休み・ＧＷに変更した。 



3 

 

２ 図書館の設備の充実と図書委員会活動の活発化を図る。 

 ・校外活動も実施していきたい。 

【教育相談課】 

  １ 生徒が直面している様々な課題等の把握に努め、それについて職員間で共通理解を図

り、解決への方向性を構築する。  

   ・２階ラウンジに個別ブースを設置した。 

   ・来校するカウンセラーお二人のタイプが異なっているのが、生徒や保護者からは高評価

である。 

 【情報・研究課】 

  １ 生徒・教職員がネットワークを利用しての学習ならびに日常の学校業務にストレスなく

取り組めるよう、校内ネットワークの維持・管理に努める。また、校務支援システム等に

より、情報の機密を高い水準で保持する。 

   ・インフラの整備が主任務となっている。 

２ 本校の教育目標の具現化に向け、教職員の授業力の向上及び高度な実践的・総合的指導

力の向上に向けた研修・研究の充実を図る。 

 

【質問・意見】 

 委員 ：ＰＴＡ総会は何時から実施しているか。勤務時間内で終わるようにしているか。 

 総務課：１５：１０開始で、勤務時間内で終わるように設定している。 

 委員 ：生徒課について、各種委員会活動が活発でないとのことだったが、どこの学校にも

共通していると思われる。昔に比べて生徒がやることが多いので、難しいのではない

か。 

 委員 ：登下校の安全指導は、家庭の領域ではないか。むしろＰＴＡの方で促してもらうと

良い。 

 委員 ：法律で決まっているので仕方ないかも知れないが、健康診断は職員にも生徒にも負

担になっているのではないか。生徒の日常の健康管理も、進路も、生徒指導も、躾も、

全て学校で、それで勤務時間は守れと言われても、無理なのではないか。 

 委員 ：教育相談の「個別ブース」は良いアイディアだと思う。 

 委員 ：ＰＴＡ会計について、高Ｐ連から具体的にどのような指示があったのか。 

 総務課：県内の高Ｐ連事務局長が集まる会議で、県高Ｐ連事務局から、ＰＴＡ会計の支出は

ＰＴＡに関わるものに限定して欲しいと指示があった。学校を名指ししたものではな

く、全体に対して話があった、ということである。 

 委員 ：この校舎を作った際に、洋式トイレだけにせず、和式トイレも設置したということ

か。 

 事務長：きれいではあるが、この校舎も２０年経ち、故障が生じている箇所が存在するので、

予算の関係上、優先順位から洋式トイレ化はなかなか難しい。 

 委員 ：服装のけじめは必要と思う。暑い時は暑いなりに、寒い時は寒いなりに、選んで着

られるような、着て心地よいものを制服として選んであげた上で、できれば通学の時

は制服でというのが望ましい。 

 委員 ：中津川が近いので、水害についてはどのように想定しているか。 

 副校長：学校で危機管理マニュアル策定されている。盛岡市の注意報を受けて、自宅にいる

時は自宅待機という形になる。 

 情報課：避難指示が出ている間は自宅待機である。登校中に被災した場合を想定し、生徒分

の食糧と水を備蓄している他、携帯トイレも今年準備されている。 
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（７）意見交換 

  委員 ：高校時代は人生の中でも一番大きな岐路である。今日見学した探究の時間は、自分

を見つめて将来どのように生きていくかを考えさせる授業だった。生徒たちを羨まし

く思う一方、先生方には身体に気を付けて欲しいと思う。 

  委員 ：進学実績から行くと、昨今はかなり苦しくなってきている状況で、中高一貫校に比

べると公立校は余裕ある対応が難しい。そんな中でも、学業にも部活動にも生徒たち

が頑張って行けるように、ご指導をお願いしたい。 

  委員 ：目標などについても、全体的に問題なく分析して前に進んでいるという印象である。

学校経営計画に盛り込むべき内容が、以前よりも増やされているように思われる。制

服について言えば、着脱が容易なブレザータイプにすると、生徒はだらしなく着る傾

向にあるので気を付けた方が良い 

  委員 ：各校で高校入学に当たって保護者にタブレットを買わせているが、負担感が大きい

ようだ。無駄な出費だったと思わせないように、ぜひ授業で活用して欲しい。 

  委員 ：面談を何度も実施したり、カウンセラーの方を活用したり、生徒を思いやった教育

方針で進んでいると感じた。 

  委員 ：二高の周囲は、難しい交通ルールがある場所であるので、注意が必要だ。ヘルメッ

ト着用義務化の影響か、自転車通学の生徒は減っているようだが、着用状況にはまだ

問題があるので、ご指導をお願いしたい。 

 

（８）閉会 


